














































Conspectus of the organization of musicolosical study upon a basis of 
the systematic orientation」という枠組の中で，第一のレヴェルとして，
まさにこの観点を区分の基準としている。
I.音楽について music viewpoint 
l 総体について general viewpoint 
そして，第二のレヴェルとしてアドラーがもっとも重視した観点を導入し
ているのが興味深い。
A.体系的方向づけ systematic orientation 





1.科学的方法 scientific method 





a.文化内部者の視野 perspective of culture-carriers 




1.エティックな方法 etic method 

















































and Verbal Behavior」，「第八章，学習 Learning」，「第九章，創作の過程
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